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ハロゲン化鉛ペロブスカイトは、強いバンド間光吸収と高い発光量子効率を有するため、太陽

電池や発光ダイオードなどの光学デバイスに向けて注目されている材料である[1]。最近では基礎

的な光学特性に加えて、フォトンリサイクリングやハロゲンイオンの移動、分子ダイポールの再

配向などの特異な物性が明らかになり[2-4]、これらの特性を光学デバイスに利用する研究も盛ん

に行われている。しかし、ハロゲン化金属ペロブスカイトの非線形光学特性については十分に理

解が進んでいない。ハロゲン化金属ペロブスカイトは高い透過性を有した単結晶を簡便に作製で

きるため、光学材料の観点からも非線形光学特性を明らかにすることは非常に重要である。 

本講演では、有機無機ハイブリッドペロブスカイトにおいて観測したフォトリフラクティブ効

果について報告する。実験には高い表面平坦性を有した臭化鉛ペロブスカイト（CH3NH3PbBr3）

の単結晶を用い、光励起と同期したレーザー干渉計を開発することで、フォトリフラクティブ効

果を測定した。開発したレーザー干渉計では、単結晶を透過したレーザー光の位相を光励起の ON

と OFFに同期して測定することで、光励起によって生じた光位相シフトを正確に測定することが

可能である。この測定装置を用いることで、屈折率変化を弱励起条件まで高感度に測定すること

に成功した。光位相シフトの励起強度依存性・時間分解特性を解析することで、光励起によって

生成されたキャリアが非常に大きな屈折率変化を引き起こしていることを明らかにした[5]。さら

に、この屈折率変化を利用して、近赤外レーザー光の偏光を任意の偏光状態に変化させることに

成功した。これらの特性は、可変波長板、光スイッチ、光位相変調器につながるものであり、本

研究によってハロゲン化金属ペロブスカイトの新しい非線形光学特性を明らかにした。 
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